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実現する未来社会 

IoTとそのデータにより、社会が大きく変わるため 

実空間データの利活用を促進する必要がある 

自動運転 宅配順序 
最適化 

電灯制御 エネルギー 
マネジメント 

見守り 
サービス 

宅内電力 
最適化 

ダイナミック 
マップ 

位置情報広告 

4K/8K/VR/AR等 
高精細・3Dコンテンツ 
多数・多地点へ配信 

臨場感向上 

教育の個人対応 人材最適化 

スキルや働き方から
業務の最適化 

個人の興味や能力
に応じたカリキュラム

の最適化 
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KDDIの目指す姿 

ライフデザイン企業としてサービスを提供するため 

実空間データの利活用に取り組んでいます 

auケータイ 
auスマホ 

au 
ひかり 

食品 
住宅 
ローン 

損害 
保険 

生命 
保険 

日用品 でんき 
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KDDIにおけるデータ利活用の取り組み 

実空間データの利活用高度化には 

AIの適用および強化が必須 
運用自動化 

HEMSビッグデータ解析 

タクシー向け多言語翻訳 

スマート漁業 
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AIの強化で必要になる要素 

（平成27年 7月 情報通信審議会中間答申より引用） 

① 
② 

③ 

 ① 5Gや光ファイバでの高速なアクセス網 

 ② 多様なデータを処理するプラットフォーム 

 ③ 柔軟なプライバシ管理とセキュリティ 
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実空間データの収集に適した通信 

アクセス網 

光ファイバ 

5G 

大容量かつ広範囲なカバレッジの通信を実現できる 

5Gや光ファイバ等での高速アクセス網が必要 

  

ロボティクス 

センサ 

監視カメラ 

コネクテッド 

カー 

VR / AR 

IoT 
A I 

LPWA 
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AIの適用で高度化するネットワーク 

設計 設定 運用 保守 

A I A I 

試験 

障害予兆検知 

復旧プラン参照 

予防保全のための 

仮想化機能の移行 

ネットワーク設計 

仮想化機能の設定 

エンド・エンドの

試験工程 

増加するデータ種別と多様化する要件に対応するため 

AIの適用でのネットワーク高度化が必要 
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膨大な収集データの適切な処理 

処理負荷と分析・用途のレベルが多様化するため 

処理簡素化を目的とした計算資源の分散配置が必要 

エッジ クラウド 

ユーザセントリックAI基盤 

A I 

自社 

A I 

自社+他社 

A I 

他社 

A I 

自社 

A I 

スタートアップ 

・センシング     

・行動予兆 

・音声認識  

・画像認識（映像） 

・自然言語処理 

・VR / AR 

・システム故障予兆 

・計画構築 

A I 

他社 

  

IoT A I A I 

シンプルな処理 高度な処理 
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• スマートメータ 

• 故障の診断情報 

• センサ情報 

• セキュリティ情報 

実空間データの地域性とエッジの役割 

広域でのデータ分析・利活用に加えて 

地域性・即時性を重視するサービスが可能に 

データ利活用 

• 機器の稼働状況 

• 機器の診断情報 

• 機器・空調の電力管理 

• 社員の行動把握 

利活用用途： 

• 機器の遠隔制御 

• 機器の故障予知 

• 統計分析 

• 需要予測 工場・オフィスビル 

エッジ クラウド 

一般家庭・地域インフラ 

A I A I A I A I 

ユーザセントリックAI基盤 

自社 自社 他社 他社 

エッジ 
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利用者や範囲の変化へ対応する管理手法 

利用者や利活用の範囲が都度変わるため 

柔軟なプライバシ管理とセキュリティが重要 

データ利活用 

利活用用途： 

• 機器の遠隔制御 

• 機器の故障予知 

• 統計分析 

• 需要予測 

クラウド 

• スマートメータ 

• 故障の診断情報 

• センサ情報 

• セキュリティ情報 

一般家庭・地域インフラ 

エッジ 

ＰＰＭ 
 ■ 利用規約をわかりやすく表示 

 ■ サービス利用時の情報管理 

 ■ 開示可能な属性情報をユーザが選択 

 ■ データ利活用基盤がポリシを参照 

管理・確認 

同意 

PPM: 
プライバシ・ポリシ・マネージャ 



Copyright © 2017 KDDI Corporation. All Rights Reserved 10 

まとめ 

• IoTによる未来社会の実現には、実空間データの利活用

促進は不可欠 

• データ利活用の促進にはAIの適用および強化が重要で、

下記3要素の高度化が必要 

 ① 5Gや光ファイバでの高速なアクセス網 

 ② 多様なデータを処理するプラットフォーム 

 ③ 柔軟なプライバシ管理とセキュリティ 

• IoTとAIによるNW高度化により、新たな顧客体験価値

とデータ利活用ビジネスの創出を期待 
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